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貯法 1気密容器

l組成・性状】
組成 1]00mL中  日局ベンザルコニウム塩化物 10g含 有
性状 :本斉Jは無色～淡黄色澄明の液で、特異なにおしヽがある。

本斉Jは振ると強 く泡立つ。

【効能。効果】【用法・用量】
本剤はベンザルコニウム塩化物として、下記の濃度となるよう
希釈して使用する。

【使用上の注意l

l.重要な基本的注意

(1)本斉Jは必ず希釈し、濃度に注意して使用すること。

(2)炎症又は見束J激 1生 の部位 (粘膜、陰股部等)に 使用する

場合には 正常の部l~に使用するよりも低濃度とするこ
とが望まししヽ。

(3)深 しヽ創傷又は眼に使用する場合の希釈液としては 注射

用水か滅菌精製水を用い、水道水や精製水を用しヽないこ

と。
2.日」作用

奉剤は使用威縦●E等の副作用発現頻度が明曜となる調査

注)このような症状があらわれた場合には 使用を中止すること.

3.臨床検査結果に及ぼす影響
本百」で消毒したカテーテルで採取した尿 よ スルホサリチル

酸法による尿蛋自試・
~Rで

偽陽1■ を示すことがある。

4適 用上の注意
(1)人 体
1)投与経路 :経□投与しないこと。

浣腸には使用しないこと。
2)使 用時

ア 原i夜又は深厚液が眼に入らないよう注意すること。

し い 。

(2)その他
1)調製方法
ア 繊維、布 (綿 、ガーゼ ウール、 レーヨン等)よ本斉」

の成分であるベンサルコニウム塩化物を吸着するので、

こrlら を溶液に浸浸 して用しヽる場合には,有効濃度以

下とならないように注意すること。

イ 希釈液として塩類含量の多い水または硬水を用しヽなしヽ

こと。
2)使 用0寺

ア 血清 膿汁等の有機性物買は殺菌作用を減弱させるの

で、こllらが付着してしヽる医療機器等に用いる場合 よ.

十分に洗い落としてから使用すること。

イ 石けん類は本斉Jの殺菌作用を減弱させるので、石けん

分を洗い落としてから使用すること。

ウ 皮膳消毒に使用する綿球 ガーゼ等は滅菌保存 じ 使
FFl時 に浴液に浸すこと。

3)器具等材質
ア 合成Jム製品、合成櫃」脂製品、光学器具、鏡器具 _‐

装カテーテル等への使用は避けることが望まししヽ.

イ 金属器具を長時間浸漬する必要がある場合は、腐食を

防止するためにベンザルコニウム塩化物 01%(本斉Jの

100倍 )溶液に05～ 10%の亜硝酸ナ トリウZム を添加

すること。           _
ウ 皮革製品の消毒に使用すると、変質させることがある

ので、使用しないこと。

〔薬効薬理】
本斉Jは 使用濃度においてクラム陽性菌、グラム陰性菌、真菌

類等には有効であるが、組菌の芽胞 候 疸菌、破傷風薗等 )、

結核菌及び大部分のウイルスに対する効果は期待できない。

製造番号

使用期限

ll:l][[:illi::曹 ;[][il曾 [[: 1ヨ Eン
輩肥し¬

=rムしないこと (全身吸収による筋脱力を起こすおそれがあ

工
1,督霧れ:ョ歪『信2おそ7慢儒想暮R圭型肇笙曇 11:ト

ラベル

|コ

4は剰』皿剰麒 肌脚

日本薬局方

ベンザルコニウム塩化物液

カナダ薬品工業株式会社
大 阪 市 淀 川 区 田 川 北 1-6-19

製造販売元

株式会社フ ヂ ミ 製 薬 所
大 阪 市 東 成 区 中 本 2丁 目 9番 9号

発 売 元

01～ 0025%(本剤の 400-‐¬000倍 ),香


